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１ 策定にあたって 

■ 昨年ローリングした財政計画は、平成２０年１１月に公表した「物件費等５５

億円財源計画」に基づき、その具体的項目の削減額を反映させたことが最大の特

徴であります。従前は、目標値として掲げていた物件費及び補助費等の削減につ

いて、実現可能性を高めることができました。また、平成２０年度決算において、

「実質公債費比率」が 22.9％となり、財政健全化法の早期健全化基準は下回っ

たものの、高い状況であることに変わりはなく、引き続き、早期是正に向けた取

り組みを盛り込んだところです。 

 

■ 国においては、政権交代により大幅な政策見直しが論議されており、地方財

政に与える影響は計り知れない状況にあります。今回の財政計画においては、

こうした状況を加味せず、見直し前の地方財政対策にて見積りを行なっており

ます。 

 

■ また、長引く景気低迷に加え、百年に一度と言われる経済危機が発生している

現状においては、昨年ローリングした財政計画を上回る税収入の落ち込みが見込

まれるなど、先行きが不透明であります。 

 

■ こうした状況を踏まえ、今回の財政計画は、引き続き「浜田市行財政改革実施

計画（集中改革プラン）」、「浜田市総合振興計画・前期基本計画（５年間）」及び

「物件費等５５億円財源計画」との整合性を図るとともに、投資的経費の縮減等

「実質公債費比率」の引き下げに向けた取り組みを継続することとしています。 

 

■ なお、計画期間については、合併時の建設計画及び現在策定中の公債費負担適

正化計画が平成２７年度までとなっていることから、平成２１年度を基準に計画

期間を平成２７年度までの７年間としております。 

 

 行財政改革実施計画 

【集中改革プラン】 
計画年度 

H18～H22

総合振興計画 

 

 

 

 

 

 

【前期基本計画】
計画年度 

Ｈ18～Ｈ22 

前回の中期財政計画 

（計画年度：Ｈ20～Ｈ27）

今 回 の 

中 期 財 政 計 画 
(計画年度：Ｈ21～Ｈ27) 

・財政健全化法への対応 

・地方交付税の更なる縮減 

物件費等５５億円財源計画 

ロ
ー
リ
ン
グ 
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２ 計画の基本的事項 

(１) 計画期間 
平成２１年度から平成２７年度までの７年間 

 

(２) 対象会計区分 
普通会計 

●一般会計 

    ＋ 

●住宅新築資金等貸付事業特別会計（繰入金及び繰出金調整）

 

(３)  歳入推計 
       ･地方税 

に基づき推計 

 

 
現行の税制及び地方財政対策諸制度 

            ･地方交付税 

            ･国県支出金 

            ･地方債等 

 

(４)  歳出推計 
       性質別経費ごとに個別に推計 

 

  (５)  行財政改革 
            削減影響額については、浜田市行財政改革実施計画（集中改革プラ

ン）との整合性を図る 

       物件費、補助費等を平成２７年度までに類似団体並とする（削減

額：５５億円）ための具体的方策を決定した物件費等５５億円財源

計画の具体的項目の削減額を反映させた 

 

(６) 公債費負担適正化計画 
公債費負担の平準化及び起債制限比率等の改善を図るために平成 

１８年度策定 

財政健全化法の施行を受け、実質公債費比率の逓減を図るため、地

方債の一部について繰上償還を実施（平成１９年度～平成２１年

度） 

 

(７) 地域振興基金による繰替運用等 

            財政健全化法の施行を受け、実質公債費比率の逓減を図るため、平

成１８年度、平成１９年度にそれぞれ１５億円の長期繰替運用を実

施（総額３０億円） 

 

(８) その他 
基準となる平成２１年度については、今後の補正要因を加えた決算

見込額を計上する 
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３ 推計の前提条件 

歳 入  
 

 

(１) 地方税 

《個人市民税所得割》 

① 景気悪化・人口減を考慮し、平成２２年度以降は毎年１％の減とする。 

   ② 島根あさひ社会復帰促進センターに伴う増収分を見込む。 

（平成２１年度～） 

     

《固定資産税》 

① 家屋の評価替に伴う減収を３年毎に５％減と見込む（平成２４年度～）。 

② 償却資産は三隅火力発電所の影響額を反映する。 

③ 島根あさひ社会復帰促進センターに伴う家屋の増収分（平成２１年度～）、

風力発電設備に伴う償却資産の増収分（平成２３年度～）を見込む。 

 

《法人市民税法人税割》 

 景気悪化を考慮し、平成２１年度を４５％減とし、以降も同水準と推計。 

地方税の推移

7,526 7,499

7,302
7,198

7,114

6,946

7,639

6,500

7,000

7,500

8,000

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

（百万円）

 

(２) 地方交付税 

《普通交付税》 

   ① 人口減による影響額を減じる（毎年２千２百万円程度）が、平成２２年の

国勢調査人口は、自然減３，０００人を島根あさひ社会復帰促進センター

による増でカバーする。 

   ② 基準財政需要額の個別算定経費（公債費算入分及び事業費補正を除く）は、
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１．８％減（２億円程度）とする（平成２２年度）。包括算定経費は、平

成２２年度を４％減（１億１千万円程度）とし、平成２３年度を３％減（８

千万円程度）とする。 

   ③ 公債費算入分及び事業費補正は個別に推計する。 

   ④ 平成２０年度に創設された地方再生対策費（３億４千万円程度）は継続さ

れることを前提に推計する。 

   ⑤ 平成２１年度に創設された地域雇用創出推進費（２億８千万円程度）は、

平成２１年度限りとする。 

 

《特別交付税》 

 通常ベースを１２億８千万円とする。 

普通交付税と自主裁量財源推移表

16,119

15,882
15,768

15,719

16,498

15,818 15,791

10,998
10,87110,808

10,429

10,139
10,179

9,985

15,200

15,400

15,600

15,800

16,000

16,200

16,400

16,600

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（百万円）

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

11,200
（百万円）

自主裁量財源

普通交付税

 
 

(３) 国県支出金 

 自動車関係諸税暫定税率の廃止による影響等、国の動向が不透明なため、

現行制度が継続するものとして推計する。 

 

(４) 使用料及び手数料 

 平成２１年度からごみ処理手数料で４千１百万円程度、平成２３年度から

不燃ごみ投入手数料等その他の手数料で２千２百万円程度の増収とする。

（５５億円財源計画） 

 

(５) 地方債 

① 現行の地方債制度により推計する。 

合併特例債等の交付税措置が手厚い地方債（優良債）を可能な限り活用す 

ることとし、過疎対策事業債の発行については平成２１年度限りとする。 
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② 財政健全化法の施行を受け、実質公債費比率の逓減を図るため総額抑制を 

図る。 

 

 

 

地　方　債　の　推　移

6,138

4,807

4,116 4,352

3,407

3,6553,634

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

（百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳 出  

(１) 人件費 

① 議員報酬   平成２１年１０月以降 条例定数２８人 

② 特別職報酬  市長、副市長、収入役、教育長、自治区長４人 

                  (収入役は平成２１年まで) 

③ 職員給与費  消防職を除く職員について、退職者数の３分の１採用 

平成２１年４月１日 ＝ ７３１人 

平成２７年４月１日 ＝ ６６９人 

④ 職員人件費の適正化 

財政状況による職員人件費の削減及び合併により生じた職員間の不均衡

の是正のため、平成１９年１月より現給保障の原則廃止、在職者調整及

び平成１９年１月昇給期における昇給幅の１号給抑制等を実施した。（総

額として３％カットに相当） 

なお、時間外勤務手当についても年間２５％カットを目標に削減を図る。 

⑤ ５５億円財源計画 

具体的な項目の積み上げとして毎年度縮減を行なう。 

（平成２０年度から平成２７年度までの総額：５億３千万円程度） 
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人 件 費 及 び 職 員 数 の 推 移

5 ,5 5 5
5 ,6 4 7

5 ,7 3 7
5 ,7 8 55 ,8 1 75 ,8 3 9

6 ,0 1 7

6 6 9

6 8 1
6 9 4

7 1 2
7 1 9

7 3 1

7 0 4

5 ,0 0 0

5 ,2 0 0

5 ,4 0 0

5 ,6 0 0

5 ,8 0 0

6 ,0 0 0

6 ,2 0 0

Ｈ 2 1 Ｈ 2 2 Ｈ 2 3 Ｈ 2 4 Ｈ 2 5 Ｈ 2 6 Ｈ 2 7

( 百 万 円 )

6 6 0

6 8 0

7 0 0

7 2 0

7 4 0

7 6 0

7 8 0

( 人 )

人 件 費

職 員 数

 (２) 物件費 

５５億円財源計画に従い、具体的項目の積み上げとして毎年度縮減を行な

う。（平成２０年度から平成２７年度までの総額：１８億３千万円程度） 

 

  (３) 扶助費 

 毎年度、一般財源ベースで１％増と想定する。 

 

(４) 補助費等 

 ５５億円財源計画に従い、具体的項目の積み上げとして毎年度縮減を行な

う。また、各種補助金・交付金については、平成１９年度から実施してい

る外部委員による行政評価を行う中で具体的な見直しを図る。 

 （平成２０年度から平成２７年度までの総額：１２億８千万円程度） 

 

(５) 普通建設事業費 

① 合併協議により、主要５事業、政策調整枠、自治区事業に分類し、各年度 

に実施事業の具体化を行なう。 

② 今回、財政計画をローリングする中での最大の特徴は、主要５事業として

中央図書館建設事業（平成２２年度～平成２５年度：２１億円程度）を２

年前倒しで実施することである。なお、主要５事業のうち、シビックコア

事業については、先行き不透明のため、事業凍結としている。 

③ 平成２０年度以降の「自治区枠」について、２２．２％削減（新市建設計

画で換算すると１０年間で１５％削減）し、合併前の概ね６割程度の事業

規模に縮減している。 

普 通 建 設 事 業 費 の 推 移

4 ,8 9 4

3 ,2 0 6 2 , 4 5 5

3 ,6 1 0

5 ,4 5 0

8 ,5 0 1

6 ,0 8 0

3 , 0 0 0

4 , 0 0 0

5 , 0 0 0

6 , 0 0 0

7 , 0 0 0

8 , 0 0 0

9 , 0 0 0

（ 百 万 円 ）

2 ,0 0 0

Ｈ 2 1 Ｈ 2 2 Ｈ 2 3 Ｈ 2 4 Ｈ 2 5 Ｈ 2 6 Ｈ 2 7
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(６) 公債費 

利率については平成２１年度以降２.９％とし、財政健全化法の施行を受

け、実質公債費比率の逓減を図るために、平成１８年度以降、地方債等の

繰上償還を行なう。 

 

 平成１８年度 １８億２，３７８万円 

平成１９年度 １５億２，２０９万円 

平成２０年度  ４億２，２１５万円 

平成２１年度  ３億９，７２５万円 

                  合計４１億６，５２７万円 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公債費の推移

5,769

5,471

5,629

5,493

5,305
5,365

5,477

5,000

5,500

6,000

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

(百万円)

    (７) 積立金 

① 合併特例債を活用したまちづくり振興基金積立金を以下のとおりとする。 

平成１８年度～平成２０年度 毎年１億円の積立 

平成２１年度～平成２４年度 毎年３億円の積立 

平成２５年度～平成２６年度 毎年５億円の積立 

平成２７年度 ５億１千５百万円の積立 

              合計 ３０億１，５００万円 

② 地域振興基金の繰替運用戻しに係る積立を行なう。 

繰替運用額（平成１８年度：１５億円、平成１９年度：１５億円） 

積立（基金への返済）額 

平成２０年度～平成２４年度 元金１５億円（毎年３億円） 

                 利子４５０万円 

平成２１年度、平成２５年度～平成２７年度 元金１５億円 

（平成２１年度：２億円、平成２５年度：３億円 

平成２６年度：６億円、平成２７年度：４億円） 

                 利子４,４４０万円 

※平成２１年度は、返済計画を前倒しで実施。今後も可能な範囲において、

早期返済に努める。 
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(８) 繰出金 

① 下水道事業、簡易水道事業に係る繰出金は積上げ方式により推計する。 
 
② 介護保険は法改正及び受給者の伸び等による影響額を具体的に見込むとと

もに、国民健康保険、後期高齢者医療に係る繰出金は２％程度の増と見込

む｡  
 
③ 環境保全公共下水道事業（国府処理区２期工事）の着工時期の見直し     

に伴う影響額を反映する。 
 

④ 農業集落排水事業（今福処理区、木田処理区）の事業着手の先送りに伴う    

影響額を反映する。 
 

⑤ ５５億円財源計画を反映させる。 

（平成２０年度から平成２７年度までの総額：４億１千万円程度） 

 

 

         ５５億円財源計画の概要 

（単位：百万円）

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 計

物件費 30 130 166 262 289 321 326 308 1,832

補助費等 78 116 133 177 180 192 205 205 1,286

人件費 2 40 82 82 82 82 82 82 534

歳出（その他） 38 115 123 121 122 130 133 133 915

歳入 44 130 165 152 160 167 175 182 1,175

計 192 531 669 794 833 892 921 910 5,742

3078
238

44

130

116

40

115

130

166

133

82

123

165

262

177

82

121

152

289

180

82

122

160

321

192

82

130

167

326

205

82

133

175

308

205

82

133

182

0

200

400

600

800

1,000

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

歳入

歳出（その他）

人件費

補助費等

物件費

（単位：百万円）
総額　5,742百万円
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４　財政計画

     (単位：百万円)

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

38,473 33,661 33,097 32,588 31,314 31,851 30,796

38,473 33,661 33,097 32,588 31,314 31,851 30,796

6,995 7,052 7,303 7,866 8,775 10,122 11,719
　　財政調整基金 2,460 2,376 2,360 2,451 2,611 2,910 3,627
　　減債基金　 1,072 960 991 1,002 1,072 1,142 1,191
　　特定目的基金 3,463 3,716 3,952 4,413 5,092 6,070 6,901

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

標準財政規模 19,780 19,595 19,510 19,585 19,863 19,845 19,814

財政力指数 0.418 0.402 0.393 0.382 0.373 0.364 0.357

経常収支比率 87.6 89.3 89.9 89.5 89.3 87.8 85.5

起債制限比率 15.5 13.6 12.6 11.9 11.6 10.9 10.0

実質公債費比率 20.1 18.1 17.7 17.6 17.0 16.4 15.4

地方債残高 49,297 49,705 49,230 49,142 48,315 47,641 46,835

  （単位：百万円・％）

  財　政　指　標　の　推　移

区　　　　　　分

【第１表  収支･基金内訳】

【第２表  財政指標】

項          目

　歳　　入　　総　　額

　歳　　出　　総　　額

基金年度末現在高（普通会計）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

（百万円）

基 金 残 高 の 推 計 　　特定目的基金

　　減債基金　

　　財政調整基金

49,230 49,142

48,315

47,641

46,835

49,705

49,297

10.0
10.9

11.611.9
12.6

13.6

15.5
15.4

16.4
17.0

17.617.718.1

20.1

8.0

13.0

18.0

23.0

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
45,000

45,500

46,000

46,500

47,000

47,500

48,000

48,500

49,000

49,500

50,000
（％） （百万円）

地方債残高

起債制限比率

実質公債費比率

実質公債費比率警戒ライン

起債制限比率警戒ライン

実質公債費比率早期健全化基準

25.0
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Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

地  方  税 7,639 7,526 7,499 7,302 7,198 7,114 6,946

　 うち  市民税 2,763 2,740 2,718 2,696 2,675 2,653 2,632

　　　　  固定資産税 4,347 4,251 4,247 4,074 3,994 3,934 3,788

地方譲与税、各種交付金 1,232 1,193 1,193 1,164 1,164 1,164 1,164

普通交付税 9,985 10,179 10,139 10,429 10,808 10,871 10,998

　　うち　基準財政収入額 6,755 6,388 6,371 6,208 6,132 6,071 5,951

　　　　 　基準財政需要額 16,755 16,567 16,510 16,637 16,940 16,942 16,949

特別交付税 1,280 1,280 1,280 1,280 1,280 1,280 1,280

使用料、手数料 560 564 586 586 586 586 586

国、県支出金 7,756 5,831 6,101 5,529 4,778 5,135 4,541

繰　入　金 1,040 697 573 325 229 229 192

地　方　債 6,138 4,807 4,116 4,352 3,634 3,655 3,407
うち 合併特例債（建設事業分） 2,683 3,112 2,293 2,481 1,617 1,426 1,599

　　　　　　　合併特例債（基金造成分） 285 285 285 285 475 475 489

　　　　　　 過疎・辺地対策事業債 1,617 85 30 21 76 106 61

　　　　　　　臨時財政対策債（可能額） 1,177 1,177 1,177 1,177 1,177 1,177 1,177

その他の収入 2,843 1,584 1,610 1,621 1,637 1,817 1,682

38,473 33,661 33,097 32,588 31,314 31,851 30,796

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

人　件　費 6,017 5,839 5,817 5,785 5,737 5,647 5,555

   うち　議員報酬手当 169 147 147 147 147 147 147

　　　　 特別職給与 73 63 63 63 63 63 63

　　　　　 職員給(退職者の1/3採用) 3,862 3,787 3,776 3,752 3,718 3,646 3,576

　　　　 職員数（企業職除く） 731 719 712 704 694 681 669

物　件　費 4,288 3,817 3,583 3,541 3,491 3,450 3,432
　５５億円財源計画効果 △ 100 △ 36 △ 95 △ 27 △ 32 △ 5 17

扶　助　費 4,650 4,697 4,744 4,791 4,839 4,887 4,936

補　助　費 3,673 2,912 2,753 2,702 2,680 2,547 2,538
　５５億円財源計画効果 △ 37 △ 17 △ 43 △ 3 △ 12 △ 14 1

普通建設事業費 8,501 6,080 5,450 4,894 3,206 3,610 2,455

　　主要５事業 2,425 1,321 666 1,048 693 445 376

　　政策調整枠等 1,087 1,069 1,843 1,376 676 1,327 186

　　自治区事業 4,989 3,690 2,941 2,470 1,837 1,838 1,893

公　債　費 5,769 5,305 5,477 5,471 5,629 5,493 5,365

　繰上償還額（含特別会計等） 397

　繰上償還影響額　 △ 440 △ 393 △ 337 △ 277 △ 188 △ 183 △ 114

積　立　金 1,432 744 813 879 1,129 1,567 1,779

繰　出　金 3,250 3,530 3,704 3,745 3,800 3,824 3,886

そ　の　他 893 737 756 780 803 826 850

38,473 33,661 33,097 32,588 31,314 31,851 30,796歳出合計

【第３表  歳入内訳】

【第４表  歳出内訳】

歳入合計

     (単位：百万円)

     (単位：百万円)
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５ 財政計画の分析（総括） 
 

■ 当市の財政運営の最重要課題は、合併効果や行財政改革効果を最大限に活用し

て持続可能な財政体質を確立することにあります。 
 
具体例として 

∴合併特例債の有効活用 

∴組織のスリム化等による人件費・物件費等経常経費の削減 
 

■ 加えて、財政健全化法の施行に伴う財政対策が必要となりました。この健全化

判断比率の一つである実質公債費比率については、平成１９年度決算で 25.1％

という非常に厳しい数値となりましたが、危機意識を持って改善に向けた取り組

みを早期に実施したことにより、平成２０年度決算においては、22.9％と早期

健全化基準を下回る状況となりました。 
 
■ しかしながら、健全段階の目安とされる 18.0％を大きく上回っている状況に

変わりは無く、改善に向けた取り組みを継続していかなければなりません。今回

ローリングする財政計画では、投資的経費の縮減による地方債発行の抑制を引き

続き実施するとともに、地方再生に向けた地方交付税制度の拡充を推計に反映さ

せたことにより、財政健全化への道筋を示すことができました。 
 
■ このような取り組みの結果、財政計画における収支は、平成２３年度までは、

実質的に赤字となりましたが、平成２４年度からは黒字に転じ、最終平成２７年

度には、単年度で１１億円程度の黒字を見込むこととなりました。また、平成２

０年度決算において 22.9％の実質公債費比率も、平成２３年度に目標でありま

す 18.0％を下回る 17.7％となり、前回の財政計画より１年前倒しで改善が見込

める状況であります。 
 
■ しかしながら、平成２８年度以降は、普通交付税の合併算定替による効果が縮

減され、普通交付税が逓減（最終的には△２１億円程度）することになります。

したがって、更なる行財政改革が必要であり、まさに市町村合併は最大の行財政

改革といわざるを得ません。 
 

■ このような中ではありますが、懸案でありました中央図書館建設を２年前倒し

で実施することが可能となりました。 
 
■ なお、今後、最も注視すべき政権交代による影響額の反映は、次期ローリング

時での課題となっています。次期ローリング時においては、政権交代による影響

額を反映させ、より実効性のある財政計画へと改訂いたします。 

 

 
以上のように、財政収支等は徐々に好転する見通しとなっておりますが、あく

までも、市町村合併による財政支援が受けられる期間までに過ぎません。つま

りは、平成２８年度以降の普通交付税の逓減に対応するために、持続可能な財

政体質の転換が求められています。このためには、更なる行財政改革が必要で

あり、今後もあらゆる角度から聖域なき見直しを継続し、将来世代へより良い

浜田市を引き継がねばなりません。 
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　予算規模の推移

実質単年度収支の推移
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普通交付税（臨時財政対策債含む）の合併算定替による効果縮減額

合併による増加額

一本算定額
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６　主 要 事 業

○主要５事業
（単位：百万円）

区分 平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度以降

継続

98 41 16 41 53

継続

65 110 32 32 32

継続

15 522 966 592

継続

3 3 610

継続

872 1,059 16

○政策調整枠
（単位：百万円）

区分 平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度以降

継続

206 52 51 29 29 87

継続

168 32 26 26 26 68

継続

234

継続

167 25 1 1

継続

60 165 1,255 982

事業年度

事業年度

消防防災設備整備事業
２４９

中央図書館整備事業
２，０９５

消防救急デジタル無線設置事業
６１６

埋立処分地施設建設事業
１,９４７

救急自動車更新事業
２７１

H２7年度

合併処理浄化槽設置助成事業
４５４

雇用促進住宅購入事業

２３４

新開団地整備事業
１９４

学校耐震化事業
２，４６２

公有林整備事業
３４６

H２７年度

H２7年度
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○自治区枠（浜田）
（単位：百万円）

区分 平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度以降

継続

62 　 70

継続

1,168 740

継続

17 70

○自治区枠（金城）
（単位：百万円）

区分 平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度以降

継続

22 83 38 23 18

継続

1,684 218 130 161 159 365

新規

6 6 17

○自治区枠（旭）
（単位：百万円）

区分 平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度以降

継続

550 150 100 100

新規

20 182

継続

25 18 18 18 18 36

事業年度

事業年度

事業年度

長浜小学校建設事業
１，９０８

長沢下府線踏切改良事業
８７

中山間地域総合整備事業（県営事業負担金）
１８４

市道改良事業
２，７１７

スクールバス更新事業
２９

市道柏尾谷線改良事業
９００

旭温泉あさひ荘整備事業
２０２

棚田等農地保全事業
１３３

H２７年度

H２７年度

あんしん歩行エリア道路整備事業
１３２

H２７年度
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○自治区枠（弥栄）
（単位：百万円）

区分 平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度以降

継続

30 30

継続

120 40 30 30 30 60

継続

79 27 10 21 21 42

○自治区枠（三隅）
（単位：百万円）

区分 平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度以降

新規

16 16 17

継続

32 20 30 90 98

継続

10 20 50 50

※　事業費ベースで記載しています。

※　”区分”については、今年度の計画策定において新たに追加した事業を”新規”、前年度策定の計画に予定されていたものは”継続”としています。

事業年度

事業年度

市道災害防除事業
６０

集落かいてき道整備事業
３１０

ふるさと体験村整備事業
２００

生活路線バス車輌整備事業
４９

白砂今浦線道路新設事業
２７０

井川線改良事業（井川工区）
１３０

Ｈ２７年度

Ｈ２７年度
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７　用 語 解 説

説 明

い 一般財源 財源の使途が特定されず、どのような経費にも使用することがで
きる財源のことです。
地方税、地方譲与税、地方交付税等があります。

介護保険 保険に入っている人が保険料を出し合い、介護が必要なときに認
定を受け、サービスを利用するしくみになっています。
40歳以上の方は、原則として介護保険の被保険者となり、認定を
受けた被保険者はサービス費用の1割を負担することでサービス
を利用することができます。

過疎対策事業債 過疎地域自立促進特別措置法（過疎法）第２条の規定により公示
された市町村が、同法第６条の規定により策定する過疎地域自立
促進市町村計画に基づき実施する事業に対して発行できる特例債
です。事業費の原則１００％充当であり、元利償還金の７０％が
普通交付税の基準財政需要額に算入されます。
（平成12年に改正され、平成21年度までの時限立法）

合併算定替 合併年度を含む１０ヶ年度は、合併しなかった場合の普通交付税
額を理論上保障するものです。さらにその後５ヶ年度は、この増
加額を段階的に縮減します。

簡易水道事業 給水人口が５千人以下である水道により、水を供給する水道事業
のことです。

地方公共団体の公債費による財政負担の度合いを判断する指標
で、次の算式による比率の過去３ヶ年度の平均のことです。

Ａ：普通会計に係る元利償還金（繰上償還分を除く）

Ｂ：元利償還金に充てられた特定財源

Ｃ：普通交付税の基準財政需要額に算入された公債費の総額

Ｄ：標準的な規模の収入の額（「標準財政規模」）

基準財政収入額 普通交付税の算定に用いる数値で、各地方公共団体の財政力を合
理的に測定するため、標準的な状態において、徴収が見込まれる
税収入、各譲与税等を一定の方法により算定したものです。

基準財政需要額 普通交付税の算定に用いる数値で、各地方公共団体が合理的かつ
妥当な水準における行政を行い、または施設を維持するための財
政的な必要額を算定したものです。

用 語

起債制限比率

合併特例債

 あ行

 か行

き

合併市町村が、まちづくり推進のため、市町村計画に基づいて行
なう事業や基金の積立に要する経費について、合併年度及びこれ
に続く１０ヶ年度に限り、その財源として借り入れることができ
る地方債のことです。事業費の９５％が充当され、元利償還金の
７０％が普通交付税の基準財政需要額に算入されます。

か

A －（Ｂ＋Ｃ）
Ｄ － Ｃ

式 ＝
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説 明用 語

繰上償還 地方債において、償還の期限が到来する前に未償還額の全額また
は一部を繰り上げて償還することです。

繰替運用 一般的に歳計現金がマイナス（支払超過）等の場合に、基金を歳
計現金に繰り替えて使用（運用）することです。本計画における
長期の繰替運用とは、地域振興基金の一般会計への一会計年度を
越える資金の運用のことを指します。

繰出金 一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経
費のことです。

経常経費 毎年度持続して経常的に支出される経費で、地方公共団体が行政
活動を行なうために必要な一種の固定的経費のことです。

経常収支比率 経常的に発生する経費に充当した一般財源の経常一般財源に対す
る割合で、財政構造の弾力性を判断するための指標です。

下水道事業 主に雨水（うすい）および汚水（おすい）を、地下水路などで集
めたのち公共用水域へ排出するための施設・設備の集合体であ
り、浄化などの水処理を行ないます。

現給保障 給与制度改革などにより給料が下がる場合の調整措置で、改正後
の給料が現在の給料を超えるまでの間、現在給料額を保障するも
のです。

地方債の償還およびその信用維持のため、地方自治法第２４１条
の規定により設けられる基金のひとつです。

＜参照＞

(基金）
第241条　普通地方公共団体は、条例の定めるところにより、特
定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、又は定額の資
金を運用するための基金を設けることができる。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により導入された
もので、早期健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準があり
ます。早期健全化基準、財政再生基準は、「実質赤字比率」、
「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、「将来負担比率」
（早期健全化基準のみ）により判断され、経営健全化基準は、公
営企業の経営状況の深刻度を示す「資金不足比率」により判断さ
れます。早期健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準をそれ
ぞれ上回った場合は、早期健全化計画、財政再生計画、経営健全
化計画の策定が必要となります。

後期高齢者医療 75歳以上の高齢者等を対象とする、他の健康保険とは独立した医
療保険制度のことです。従前の「老人保健法」による老人医療制
度では、他の健康保険等の被保険者資格を有したまま老人医療を
適用していたのに対し、後期高齢者医療制度では適用年齢（75歳
以上）になると、加入していた国保や健保を脱退し、後期高齢者
だけの独立した保険に入るという点が異なります。

け

健全化判断比率

減債基金

く

こ

市町村の基準

早期健全化基準 財政再生基準 経営健全化基準

実質赤字比率 11.25％～15.00％
（注1）

20.00% －

連結実質赤字比率 16.25％～20.00％（注2） 30.00% －

実質公債費比率 25.00% 35.00% －

将来負担比率 　　350.00％（注3） － －

資金不足比率 － － 20.00%

（注1）
財政規模により異なり、浜田市の場合は12.54％

（注2）財政規模により異なり、浜田市の場合は17.54％
（注3）政令市は400.00％
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説 明用 語

公債費 地方公共団体が借り入れた地方債の元利償還金および一時借入金
利子の支払いに要する経費のことです。

公債費負担適正化計
画

実質公債費比率による市債発行許可団体等が、公債費負担の適正
な管理を計画的に行なうために策定するものです。
この計画には今後の市債発行等に係る方針、適正管理のための方
策、今後の実質公債費比率の見通しについて盛り込むこととされ
てます。

国民健康保険 国民健康保険法に基づき、社会保障及び国民保健の向上に寄与す
ることを目的し、被保険者の疾病、負傷、出産、死亡に関して必
要な保険給付を行なう社会保険のことです。

固定資産税 毎年1月1日（賦課期日）現在、市内に土地・家屋・償却資産を所
有している方に課する税金のことです。

個別算定経費 普通交付税の基準財政需要額で算定する経費のうち、従来型の個
別の項目による算定を行なう経費のことです。

在職者調整 給与制度などの改正があった場合、新たな制度に移行するまでの
調整措置で、給与の逆転防止等（昇給号給数の加算減算）の措置
を行ないます。

財政調整基金 年度間の財源の不均衡を調整するための基金で、長期的視野に
立った計画的な財政運営を行なうため、財源に余裕のある年度に
積み立て、財源不足が生じる年度に取り崩しを行ないます。

財政力指数 普通交付税の算定に用いる基準財政収入額を基準財政需要額で除
した数値の過去３ヶ年度の平均で、各地方公共団体の財政力を示
す指数です。この指数が１に近く、あるいは１を超えるほど財政
的に余裕がある団体といわれています。

事業費補正 普通交付税の基準財政需要額の算定に用いる測定単位の数値補正
の一種で、各地方公共団体ごとの公共事業費の地方負担額及びそ
の財源に充てられた地方債の元利償還金を指標として、それらの
一定割合の額を基準財政需要額に割増算入するためのものです。

公営企業の資金不足を、公営企業の料金収入の規模と比較して指
標化し、経営状況の深刻度を示す比率です。
財政健全化法の健全化判断比率の一つです。

Ａ：資金の不足額
　　法適用企業：流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源のた
　　　　　　　　めに起こした地方債の現在高－流動資産－解消
　　　　　　　　可能資金不足額
　　法非適企業：繰上充用額＋支払繰延額･事業繰越額＋建設改良
　　　　　　　　費等以外の経費の財源のために起こした地方債
　　　　　　　　の現在高－解消可能資金不足額
　　解消可能資金不足額
　　　事業の性質上、特別の事情により資金の不足額から控除す
　　　る一定の額

Ｂ：事業の規模
　　法適用企業：営業収益の額－受託工事収益の額
　　法非適企業：営業収益に相当する収入の額－受託工事収益に
　　　　　　　　相当する収入の額

 さ行

資金不足比率

さ

し

式 ＝
A
B
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説 明用 語

自主裁量財源 浜田市の造語で、基準財政需要額から事業費補正、公債費算入
分、水道関係密度補正を除き、基準財政収入額を差し引いた、い
わゆる普通交付税の真水部分に、地方税、地方譲与税、各種交付
金を加えたものです。

形式的には黒字であっても、翌年度の収入をその年度に繰り上げ
ていたり、その年度に支払うべきものを翌年度に繰り延べている
などして、実質的には赤字の状態を実質赤字といいます。
一般会計等（普通会計）におけるこの実質赤字が、標準財政規模
に対してどれくらいの割合になっているかを示す比率です。
財政健全化法の健全化判断比率の一つです。

Ａ：一般会計等の実質赤字額（繰上重要額＋支払繰延額＋事業繰
　　越額）

Ｂ：標準的な規模の収入の額（「標準財政規模」）

地方債協議制度（平成18年度移行）において、地方債信用維持の
観点から、財政状況の悪化している地方公共団体に対して、早期
是正のための措置を講ずる必要があるため設けられた指標で、
18％以上となる地方公共団体は、地方債の借り入れに引き続き許
可を要することとされています。
また、財政健全化法の健全化判断比率の一つです。

Ａ：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）

Ｂ：地方債の元利償還金に準ずるもの

Ｃ：元利償還金、準元利償還金に充てられる特定財源

Ｄ：地方債に係る元利償還および準元利償還金に要する経費とし
　　て普通交付税の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

Ｅ：標準的な規模の収入の額（「標準財政規模」）

実質単年度収支 今年度と前年度の実質収支の差に実質的な黒字要素（基金の積
立、市債の繰上償還）および赤字要素（基金の取崩）を除外した
実質的な単年度の収支です。

償却資産 会社や個人で工場や商店などを経営している人が、その事業のた
めに用いることが出来る土地及び家屋以外の構築物や機械・器
具・備品等をいいます。

地方公共団体の一般会計等（普通会計）の借入金や将来支払う可
能性がある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来、財
政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す比率です。（ＡからＨ
までの合計額が将来負担額となります。）
財政健全化法の健全化判断比率の一つです。

Ａ：一般会計等（普通会計）の当該年度の前年度末における地方
　　債残高

Ｂ：債務負担行為に基づく支出予定額

Ｃ：一般会計等（普通会計）以外の会計の地方債の元金償還に充
　　てるための一般会計等（普通会計）からの繰入見込額

Ｄ：一部事務組合等の地方債の元金償還に充てるための当該団体
　　の負担見込額

将来負担比率

実質赤字比率

実質公債費比率

式 ＝

式 ＝
（A＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ）－（Ｉ＋Ｊ＋Ｋ）

Ｌ － Ｍ

A
B

式 ＝ （A＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）
Ｅ － Ｄ
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説 明用 語

Ｅ：退職手当支給予定額のうち一般会計等（普通会計）の負担見
　　込額

Ｆ：地方公共団体が設立した一定の法人の負債の額、その者のた
　　めに債務を負担している場合の当該債務のうち、当該法人等
　　の財務･経営状況を勘案した一般会計等（普通会計）の負担見
　　込額

Ｇ：連結実質赤字額

Ｈ：一部事務組合等の連結実質赤字額相当額のうち一般会計等
　　（普通会計）の負担見込額

Ｉ：充当可能基金額（ＡからＨまでの償還額等に充てるできる基
　　金）

Ｊ：特定財源見込額（特定の歳入見込額）

Ｋ：地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額

Ｌ：標準的な規模の収入の額（「標準財政規模」）

Ｍ：元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額

新市建設計画 市町村合併をするにあたり、関係市町村の住民に対して合併後の
将来に関するビジョンを示し、これにより市町村合併の是非を判
断するための、いわば市町村合併によって新しく誕生する新市の
マスタープランの役割を果たすものです。

人件費 職員等に対し、勤労の対価、報酬として支払われる経費のことで
す。

た 段階補正 普通交付税の基準財政需要額の算定に用いる測定単位の数値の補
正の一種で、測定単位の数値の増減に応じて、単位当たり費用が
割安または割高となる事情を反映させるためのものです。

地域雇用創出推進費 厳しい雇用失業情勢に対応し、地方公共団体が雇用創出に繋がる
地域の知恵を活かし、地域の実情に応じた事業を実施できるよ
う、平成２１年度に創設された普通交付税の基準財政需要額の算
定項目です。雇用情勢や経済・財政状況の厳しい地域に重点的に
配分されます。

地域振興基金 合併市町村が、それぞれにおいて取り組んできた個性あるまちづ
くりを継承し、これを推進することを目的として設置された基金
です。

地方公共団体の財政
の健全化に関する法
律

自治体の財政破たんを未然に防ぐため、国が財政状況をより詳し
く把握し、悪化した団体に対して早期に健全化を促すための法律
です。（平成19年６月成立）
平成20年度の決算から特別会計や第３セクターなど、市の財政に
影響を及ぼすすべての会計を対象に「実質赤字比率」「連結実質
赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」の４つの指標を
用いて、健全度を判断することになっています。また、公営企業
についても、「資金不足比率」により、経営状況の健全度を判断
することになっています。

地方交付税 国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税、国のたばこ税のそれ
ぞれ一定割合とされ、地方公共団体ごとの財源の均衡化を図り、
地方財政の計画的な運営を保障するため、国が一定の基準に基づ
き交付するものです。普通交付税と特別交付税があります。

ち

 た行
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説 明用 語

地方再生対策費 地方税の偏在是正による財源を活用し、都市と地方の「共生」の
考え方の下、地方が自主的・主体的に行なう活性化施策に必要な
経費を包括的に算定するため、平成20年度に創設された普通交付
税の基準財政需要額の新たな算定項目のことです。市町村、特に
財政の厳しい地域に重点配分されます。

地方譲与税 国税として徴収され、地方公共団体に対して譲与される税のこと
です。地方道路譲与税、自動車重量譲与税等があります。

地方特例交付金 地方特例交付金は、地方特例交付金と特別交付金に分けられ、地
方特例交付金は、児童手当特例交付金と減収補てん特例交付金に
分けられます。
児童手当特例交付金は、平成18年度、平成19年度の児童手当の
制度拡充に伴う地方負担の増加に対応するものです。減収補てん
特例交付金は、個人市県民税における住宅借入金等特別控除の実
施に伴う地方公共団体の減収を補てんするためのもの、平成21年
度から平成23年度までの間、自動車取得税の減税に伴う自動車取
得税交付金の減収の一部を補てんするためのものです。特別交付
金は、恒久的な減税に伴う地方税の減収の一部を補てんするため
の減税補てん特例交付金が、平成18年度をもって廃止されること
に伴う経過措置として交付されるものです。

つ 積立金 特定の目的のために財産を維持し、または資金を積み立てるため
に設けられた基金等に積み立てるための経費です。

投資的経費 道路、橋梁、公園、学校、公営住宅の建設等、社会資本の形成等
に向けられ、その支出の効果がストックとして将来に残るものに
支出される経費です。

道路特定財源 「受益者負担」という考え方に基づき、自動車利用者が、燃料の
消費、自動車の取得・保有などの利用に応じて、道路整備のため
に負担する税のことです。国税では、揮発油税、地方道路税、石
油ガス税、自動車重量税などがあり、地方税では、軽油取引税、
自動車取得税などがあります。

特定施設入居者生活
介護

特定施設とは、有料老人ホーム、養護老人ホーム等のことを指
し、これら特定施設において、指定基準を満たすことにより、入
居する要介護者に対して、介護サービス計画に基づいて行なわれ
る入浴、排泄、食事等の介護やその他の日常生活上または療養上
の世話、機能訓練を指します。

特定目的基金 特定の目的のために、財産を維持し、財産を積み立てるために設
置された基金のことです。

特別交付税 地方交付税の一部で、普通交付税算定に用いられる基準財政需要
額または基準財政収入額に反映することの出来なかった具体的な
事情を考慮して交付されるものです。

特別養護老人ホーム 65歳以上であって、常時の介護を必要とし、かつ居宅においてこ
れを受けることが困難であり、やむを得ない事由により介護保険
法に規定する介護老人福祉施設に入所することが著しく困難であ
る者、または、介護福祉施設サービスに係る施設介護サービス費
の支給に係る者などを入所させ、養護することを目的とする施設
のことです。

土地開発公社 公共用地などの取得、管理、処分などを行なうことにより、地域
の秩序ある整備と市民福祉の増進に寄与することを目的として設
立された特別法人です。

と
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説 明用 語

の 農業集落排水事業 農業用用排水の水質保全、農業用用排水施設の機能維持と農村の
生活環境の改善を図り、農業集落におけるし尿、生活雑排水など
の汚水、汚泥を処理する施設を整備する事業です。

ひ 標準財政規模 普通交付税算定の仕組みを通じて表されるその地方公共団体の標
準的な一般財源の規模のことです。

扶助費 社会保障制度の一環として、生活困窮者、身体障害者等に対して
その生活を維持するために支出する経費です。

普通会計 個々の地方公共団体ごとに各会計の範囲は異なっており、財政比
較や統一的な掌握が困難なため、地方財政統計上統一的に用いら
れる会計区分のことです。「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」では、一般会計等とも表現されています。当市の場合、
一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計が対象となります。

普通建設事業費 道路、橋梁、学校、庁舎等公共用または公用施設の新増設等の建
設事業費に要する投資的経費のことです。

普通交付税 各地方公共団体ごとの標準的な必要額（基準財政需要額）と標準
的な収入（基準財政収入額）を見積もり、財源不足が生じる場
合、その不足額を基礎として地方公共団体に交付されるもので
す。

物件費 賃金、旅費、消耗品費、備品購入費、委託料等物財調達のための
経費です。

へ 辺地対策事業債 辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に
関する法律に基づき、山間地、離島その他へんぴな地域につい
て、辺地所在市町村が辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画
のもとに実施する事業に対して認められる特例債です。地方財政
法第５条各号に規定する経費に該当しない経費についても地方債
の発行が認められています。事業費の原則１００％充当であり、
元利償還金の８０％が普通交付税の基準財政需要額に算入されま
す。

包括算定経費 普通交付税の算定方法を抜本的に簡素化するとともに、交付税の
予見可能性を高める観点から、基準財政需要額で算定する経費の
うち、従来型の算定を行なう「個別算定経費」以外の人口と面積
を基本とする簡素な基準により算定する経費のことです。

補助費等 各種団体に対する補助金、交付金、一部事務組合に対する負担
金、報償費、保険料等の経費です。

ま まちづくり振興基金 地域振興及び市民の連帯の強化による一体的なまちづくりの推進
に資するため設置した基金のことです。

よ 養護老人ホーム 主に経済的な理由で居宅において養護を受けることが困難な65歳
以上の自立者を入所させ、養護することを目的とする施設のこと
です。

ほ

 ま行

ふ

 や行

 な行

 は行

22



説 明用 語

り 臨時財政対策債 地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費にも
充てられる地方財政法第５条の特例として発行される地方債で
す。地方公共団体の実際の借入にかかわらず、その元利償還金相
当額が後年度基準財政需要額に算入されます。

る 類似団体 決算統計（地方財政状況調査）等の報告に基づいて、総務省が毎
年度作成する類似団体別市町村財政指数表にいう類型別の区分の
ことです。類似団体別市町村財政指数表では、人口と産業構造の
２要素の組み合わせにより、市町村を分類しています。同じ類型
に属する団体を総称して類似団体と言います。

一般会計等（普通会計）において、翌年度収入の繰上げをしてい
るなどの実質的な赤字状態が実質赤字であり、さらに、国民健康
保険特別会計や下水道事業特別会計など、市の全ての会計を合計
した結果、実質赤字が生じている状態が連結実質赤字です。
連結実質赤字の標準財政規模に対する割合を示す比率です。
財政健全化法の健全化判断比率の一つです。

Ａ：連結実質赤字額（全ての会計の実質赤字の合計額）

Ｂ：標準的な規模の収入の額（「標準財政規模」）

ろ 老人保健 老後における健康の保持と適切な医療の確保を図るため、疾病の
予防、治療、機能訓練等の保健事業を総合的に実施し、老人福祉
の増進を図ることを目的としています。

ローリング 計画期間は同じ年数を保ちながら当該年度をその都度初年度と
し、実績と計画との差を評価しつつ計画の見直しを行なうことで
す。

連結実質赤字比率れ

 ら行

式 ＝ A
B
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＜ 参 考 ＞ 

浜田市行財政改革の取組状況（財政面から、平成18 年度以降）  

主な行革効果（H18～H20、財政面から試算）

[試算]行財政改革の効果について（主要な取組み、金額換算）

平成18年度 平成19年度
平成20年度

(見込)
備考

定員管理の適正化

H18当初(前年比)　△27人 60,000 60,000 60,000 　・職員退職に伴う欠員不補充

H19当初(前年比)　△19人 177,000 177,000 　（一般行政；1/3、現業；不採用)

H20当初(前年比)　△20人 116,000 　・勧奨退職の実施

給与制度及び給与水準の見直し

給与制度改正等による効果 260,000 260,000 260,000 　・地域給導入(平均△4.8)　H18.4月

ラスパイレス指数(一般行政；％) 97.3% 95.3% 96.1% 　・合併給与在職者調整、昇給抑制

その他の人件費抑制

旅費日当の減額 4,000 4,000 H19.4月～、日帰300ｋｍ以上に限定

特別職の期末加算割合の減額 4,000 4,000 改正前40/100⇒改正後15/100

期末手当の支給月数の減 32,000 32,000 (3.0月)⇒H19(2.9月)⇒H20(2.8月)

35,000
時間外勤務の抑制 31,225 31,225 時間外単価＠2,500円×抑制時間

1,495

シーリングの実施

H18年度当初(対前年比)　△7％ 804,118 804,118 804,118 一般経費におけるシーリングの実施

H19年度当初(対前年比)　△5％ 241,320 241,320 　H21年度当初(対前年比)　△1％

H20年度当初(対前年比)　△3.1％ 134,137 △41,015千円 ⇒（新規経費の財源)

55億円財源計画

H20年度分（計画値) 192,923 H21年度分効果額　△296,345千円

自主財源の確保

ごみ手数料の改定 22,166 22,166 ・H19.4月～

遊休財産の貸付 21,468 20,207 23,947 貸付料収入

基金の効率的運用 3,998 2,575 1,136

平成18年度効果額　小計 1,149,584 1,149,584 1,149,584
平成19年度効果額　小計 534,493 534,493
平成20年度効果額　小計 504,638

H18～20累積額 1,149,584 1,684,077 2,188,715 5,022,376千円

＊ 色づけした数値は効果が発生した時点を示し、効果が継続する場合には次年度以降にも効果を計上している。
＊ 金額換算については、試算、理論値を含む。また、実績の確定などにより変更する場合がある。

項目

[試算]主要な行革効果の累積額(H18～H20見込)　約50億円
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